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和 12）年末における店舗数は、三井銀行は 24、三菱銀行は 27 であり、安田の 139、
住友の 82 と比較すると圧倒的に少ない店舗数となっていた。 
 しかしながら、戦時経済の進展に伴い、財閥が重化学工業に進出するにつれて、巨額
の資金が必要となり財閥銀行一行だけでは旺盛な資金需要に対応できなくなった。





















万代順四郎  略年譜 
１８８３（明治１６）年  ０歳    岡山県に生まれる。 
１９０７（明治４０）年 ２４歳    青山学院高等部卒業 
                   三井銀行入行（大阪支店配属） 
１９１１（明治４４）年 ２８歳    横浜支店 
１９１４（大正 ３）年 ３１歳    広瀬平治郎（日本棋院名誉棋士）次女トミ 
                   と結婚 
１９１５（大正 ４）年 ３２歳    本店営業部 
１９１７（大正 ６）年 ３４歳    大阪支店 
１９１８（大正 ７）年 ３４歳    神戸支店 
１９１９（大正 ８）年 ３５歳    下関支店次長 
１９２０（大正 ９）年 ３６歳    名古屋支店次長 
１９２１（大正１０）年 ３８歳        本店営業部内国課課長代理 
１９２３（大正１２）年 ３９歳    英国出張（ロンドン支店開設準備） 
１９２４（大正１３）年 ４０歳    名古屋支店長 
１９２７（昭和 ２）年 ４４歳    大阪支店長 
１９３３（昭和 ８）年 ５０歳    常務取締役就任 
１９３７（昭和１２）年 ５３歳    取締役会長就任 
１９４３（昭和１８）年 ５９歳    帝国銀行頭取就任         
１９４５（昭和２０）年 ６１歳    取締役会長就任 
１９４６（昭和２１）年 ６３歳    取締役会長辞任 
１９４７（昭和２２）年 ６３歳    東京通信工業（現、ソニー）相談役就任 
１９５１（昭和２６）年 ６８歳    東京通信工業顧問就任 
１９５３（昭和２８）年 ６９歳    東京通信工業取締役会長就任 
































































名古屋支店次長を経て、1921 年 9 月に本店営業部内国課課長代理となった。内国課の
業務は審査と営業を兼ね備えた課であり、万代にとっては、二度目の本店業務となった。



















例えばある銀行に預金するとか、送金小切手の依頼をする時など、たいていのお客は   














































その現れの一つと考察できる。上前津支店は、1931 年 4 月開設となっている。 








































































































 しかし、1938 年 4 月、政府が国民貯蓄運動推進のために、店舗の増設を許可するよ
うになったことを契機に、万代の持論である店舗の増設が可能となり、同行も少店舗主
義を転換し店舗増設へ方針を変更した。新宿支店を開設したのを始めとして、1940 年
にかけて４店舗を増設した他、1941 年 10 月には西脇銀行を買収し同行本店を江戸橋支
店とした。また、1942 年 3 月には山梨中央銀行の支店を譲り受け日本橋本町支店とし
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ている。その他にも出張所等の開設を推進し、1942 年 12 月末に 46 店舗とし、1937
年 12 月末の 24 店舗と比較して 22 店舗増加したが、それでも店舗数は六大銀行中最少
であり且つ預金残高も最下位の 2,190 百万円に留まっていた（表１参照）。 
 
表１．六大銀行の預金残高・店舗数 （単位:百万円）





1937 年末（A) 946 933 1,152 1,089 1,120 1,341 
1942 年末（B) 2,190 2,774 3,529 3,525 3,068 3,952 




1937 年末（C) 24 27 82 139 59 202 
1942 年末（D） 46 67 105 149 83 236 














































1943（昭和 18）年 4 月に実行された「三井銀行と第一銀行」と「三菱銀行と第百銀
行」の大銀行同士の合併は、戦時期の国家レベルの膨大な軍需資金ニーズに応えんとす
るものであって、受動的に実現したものであるという見方がある。すなわち、直接的に




























































 三井・第一の合併によって設立された帝国銀行は、その後 1944（昭和 19）年 8 月に












され、さらには従業員組合の要求にまで発展したことから、1948 年 1 月の帝国銀行取
締役会で佐藤喜一郎頭取が分離案を提議し、分離が確定した。旧十五銀行は、この分離






























































加藤武男  略年譜 
１８７７（明治１０）年  ０歳   栃木県に生まれる。 
１９０１（明治３４）年 ２４歳   慶應義塾大学部卒業 
                  三菱合資会社銀行部入社 
１９０８（明治４１）年 ３１歳   神戸支店 
１９１４（大正 ３）年 ３７歳   欧米出張 
                  大阪支店副長 
１９１５（大正 ４）年 ３８歳   京都支店長 
１９１７（大正 ６）年 ４０歳   大阪支店長 
１９１９（大正 ８）年 ４２歳   本店総務課 
                  三菱銀行常務取締役 
            この間   明治生命取締役 
                  東京海上監査役 
                  三菱社監査役等を兼任 
１９３８（昭和１３）年 ６１歳   三菱銀行会長 
            この間   東京海上取締役を兼任 
１９４３（昭和１８）年 ６５歳   三菱本社取締役理事 
                  三菱商事監査役 
                  三菱重工業監査役 
                  三菱化成監査役 
                  三菱鉱業監査役 
                  三菱銀行頭取 
１９４５（昭和２０）年 ６８歳   三菱銀行頭取辞任 
この間   三菱本社理事等各社役員を辞任 
１９４７（昭和２２）年 ６９歳   公職追放 
１９５２（昭和２７）年 ７４歳   吉田内閣経済最高顧問 













































 Hosei University RepositoryUniversity Repository
16 
 




 加藤は、1908（明治 41）年 10 月に神戸支店に転勤となった。31 歳の時である。そ
れから三菱銀行設立準備のため 1919 年 5 月銀行部本店総務課に転勤となるまで、欧米
主張を挟んで約 10 年間を関西で過ごすこととなる。1914 年神戸支店から欧米に 11 か
月間出張、帰国して大阪支店副長、1915 年 10 月に京都支店開設と同時に初代支店長、
1917 年 10 月に大阪支店長となって 1919 年 5 月に本店に戻っている。加藤にとって、











注文を取った辰馬の“綾羽丸”“呉羽丸”（進水年:1917 年および 1918 年）という姉妹
船であった。辰馬汽船は、その後三菱の大得意先となり預金も三菱のみに預けることと
なった。 

































































ら分離独立することとなり、銀行部も 1919（大正 8）年 8 月三菱銀行として発足し、
加藤は常務取締役に就任した。 
1920 年には第一次世界大戦後の反動恐慌を経験したのち、1923 年 9 月関東地区は大


















なった。1929 年 5 月、三菱は 1924 年以来経営参加していた森村銀行を買収しており、
同行にとっては最初の合併事例となった。 
 金融恐慌後輸出の不振、物価の低落、為替相場の動揺等により経済界は不振を続けて
いたが、1929 年 10 月ニューヨーク株式市場の暴落、1930 年 1 月の金輸出解禁を契機
に景気は一層深刻な状況となっていった。1931 年 12 月早くも金輸出再禁止が断行され











 1938（昭和 13）年 4 月には国家総動員法が施行されて以降、政府当局の統制が厳し
くなり、1941 年 12 月太平洋戦争に突入したことによって、立ち遅れていた金融部門へ






加藤は、1938（昭和 13）年 3 月瀬下清の後を継いで会長になったが、会長となって
第一回目の支店長会議で店舗数が他行に比して非常に少ないことを採り上げ、今後、店
舗を増設してゆくことを方針とすることを決めている。1937 年 12 月末の店舗数は 27
店舗に過ぎなかったが、相次ぐ新設及び買収（金原銀行・東京中野銀行）等の結果、1942
年 12 月末には 67 店舗に膨張し、この間 40 ヶ店の増加となった。この増加数は、六大
銀行中トップであり、加藤の店舗増加方針どおり着実に実行されたのである。しかしな
がら、預金については 1937 年 12 月末の預金残高 933 百万円に対して 1942（昭和 17）




















れ、普通銀行数は 1936 年の 424 行から 1941 年末には 186 行へと激減し、減少の九割
は合同によるものだった（『三菱銀行史』）。 
































































くなかで 1943 年 10 月、政府は軍需会社法を制定し、さらには軍需省を設置して経済
の総力をあげて航空機等増産の集中体制がとられた。軍需会社法に基づく軍需会社の指







三菱銀行の 1945 年 3 月期の貸出金及び借用金の増加額はそれぞれ四十億二千六百万円、
二十億五千百万円で、貸出増加額のうち二十三億四千五百万円が指定軍需会社に対する








  預金 貸出金 
内、指定  
軍需融資
有価証券 内 国債 借用金 
1944 年 3 月末(A) 5,857 3,229 601 2,333 1,860 100 
   9 月末 6,757 4,584 1,554 2,502 2,084 790 
1945 年 3 月末（B） 8,390 7,255 2,946 2,772 2,418 2,151 
増加額（B-A) 2,533 4,026 2,345 439 558 2,051 
（出所）『三菱銀行史』より筆者作成。 
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